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トに備える。 したがって、 n-1試行の条件が不一致条件の場合、 n試行の条件が不一致条件であった場合に

比較的速く反応することができる。このような説明は、反応時間のよ うな行動的な指標による証拠だけでな

く、生理科学的な指標によっても示されている。神経解剖学的に、コンフリクトの検出は前部帯状回 (anterir

cingulate cortex: ACC)、コントロールは背外側前頭前野 (dorsolateralprefrontal cortex: DLPFC)の活性化が得ら

れ、それぞれの機能で部位が分離していることが示されている (Kerns,et al, 2004)。

(3)プライミング効果

試行間の関係で得られるプライミング効果は、グラットン効果よ りも以前から知 られている。ストループ

課題の場合、プライミング効果は試行間の色の関係で生じる。つまり、色のついた色文字刺激に関する 「着

色された色」と「色文字が示す色」の試行間効果である。そのため、試行間で生じる色の組み合わせが多く、

様々な種類のプライミング条件がある。具体的には、反復プライミングは同じ刺激が連続 して提示される条

件において反応時間が速くなる効果である。ネガティ ブプライミ ングは、n-1試行で無視すべき意味のもの

がn試行で反応しなければな らない条件において反応が遅くなる効果である。ストループ課題の例では、 n-

1試行の文字刺激が青であり、 n試行であお色に着色された刺激が提示された条件に該当する。ネガティブプ

ライミングは抑制機能と関連が深く、臨床研究においても多くの研究成果があるこ とから、認知機能の測定

指標としての利用できる可能性があると考えられる。我々は、ストループ課題を用いた代表的な臨床検査法

の刺激提示順序を調査し、 15種類のプライミング条件の構成割合を比較した。その結果、ストループ検査法

ごとにプライミング条件の出現割合が大きく異なっており、それぞれの検査法の特徴が異なっていた（芦高，

嶋田， 2011)。

プライミング効果もグラ ットン効果と同様に試行間効果であるために、これらの効果が混合しないよ うに

注意深く測定する必要がある。研究者の中には、グラ ットン効果がプライ ミングによる効果で説明できると

いう研究者もいるほどである。

3. 装置開発

(1)認知機能の測定

我々は、グラ ットン効果を測定することで認知機能の働きを調べること ができ ると考え、様々な認知機能

の測定装置の開発を進めてきた （嶋田，2011)。たと えば、飲酒運転の撲滅を目的と した装置や高齢者ドライ

バーの適性検査装置などである（図—2)。

認知機能の測定にはストループ課題を採用した。その理由は、ス トループ課題が他のコンフリクト課題に

比べ、 言語や自動性に関わるより高次な認知機能が要求されるためである。現在でも、臨床検査法のひとつ

として紙に印刷されたストループ課題が利用されている。しかし、 従来の検査方法は、栢便に実施でき るが、

反応時間や誤った反応の測定が数十試行からなるシート単位の測定値しか得られないために、グラ ットン効

果のよ うな試行間の効果を測定することができない。試行間の効果を測定するためには、試行ごとの反応時

間と反応正誤の記録が必要となり、新しい装償の開発が必要である。また、上述したよ うに、ストループ課

題を用いた臨床検査法は検査法ごとにプライミ ング条件の構成割合が異なっていた。試行間の効果が測定で

きる新しい装置は、異なったプライミング条件ごとにも反応時間や反応正誤を測定できるため、よ り信頼性

の高い検査装置になるはずである。

課題の反応方法はボタン押し反応を採用した。たと

えば、あお色の赤という文字の刺激に「あお」と反応

する際に、右側のボタンを押すことが求められる。コ

ンピュータを用いたボタン押し反応装置の場合、試行

ごとの反応をデジタルで測定できるため、反応時間と

反応正誤を自動的に記録し、試行間効果を測定するこ

とが可能になる。

他方、 オリジナルのス トループ課題 (Stroop,1935) 

の方法に従えば、あお色の赤という文字の刺激に 「あ

お」と口頭で反応することが求められる。口頭での反

応は、無視すべき文字刺激と口頭反応の連合が強いた

め、ボタン押し反応より もス トループ効果量が大きく
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(MacLeod, 1991)、より 高度な認知コン トロールが必要

な反応であると考えられる。しかし、認知機能の簡便
図ー2 ストループ課題を用いた試行間効果の測定装置
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